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区間推定・母比率の区間推定

L11-Q1
Quiz解答:正規分布の上側確率

1 1− Φ(u).
2 z(α) = Φ−1(1− α).
3 Z の確率密度関数が偶関数であることからいえる．
4 上より，P (Z < −u) = P (u < Z) = α/2 となる u を考えて，z(α2 ) = Φ−1(1− α

2 ).
5 Φ−1(1− 0.05

2 ) = Φ−1(0.975) = .ppf(0.975) = 1.96.

L11-Q2
Quiz解答:区間推定の性質
1
L11-Q3
Quiz解答:母比率の区間推定
A候補に投票したを X = 1, しなかったをX = 0 とする.

1 標本比率は p̂ = 35
50 = 0.7. 母比率 pを 0.7と推定する.

2 母比率 pの信頼係数 1− α = 0.95の信頼区間は, Φ−1(1− 0.05
2 ) = z(0.052 ) = 1.96 より
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0.5 < 0.57 なので，信頼係数 0.95では当選ってことですね (放送用語「当選確実」で,
多くの選挙区で判定したとき, 後で社長があやまらなきゃいけない確率は 0.05).

3 母比率 pの信頼係数 1− α = 0.99の信頼区間は, z(0.012 ) = 2.58 より
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0.7− 0.17 <p < 0.7 + 0.17

0.53 <p < 0.87
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